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2023 年６月 26 日 

各 位 

 

 

 

 

 

 

当社連結子会社である株式会社ロゼッタと東洋経済新報社との共同開発開始のお知らせ 

 

株式会社メタリアル（本社：東京都千代田区、代表取締役：五石 順一）子会社の株式会社ロ

ゼッタ（本社：東京都千代田区、代表取締役：渡邊 麻呂）は、株式会社東洋経済新報社（東京

都中央区、代表取締役社長：田北 浩章）と共同で、ChatGPT を活用し、学習させた四季報の情報

をもとに、スピーディにユーザーが求める回答が得られる「四季報 AI」の開発を開始すること

を決定いたしました。2023 年７月にベータ版を提供開始予定です。 

 

記 

1. 「四季報 AI」共同開発の目的 

「四季報 AI」は、証券会社や株主はもちろん投資家や市場調査担当者が、株式市場における

企業分析をサポートする革新的なツールです。日々更新される四季報の最新データや、これま

での膨大な情報を AI に学習させることで、汎用的な ChatGPT に見られる虚偽を含む回答に対

し、「四季報 AI」は企業の事業進捗や業績などを元にした分析を高精細に行い、より信頼性の

高い回答を可能とします。 

共同開発に至る経緯としては、東洋経済新報社から当社に対して提携についての相談を頂

き、その後の協議のなかで、「四季報 AI」の共同開発・ベータ版リリースへと進んだ次第でご

ざいます。 

 本「四季報 AI」共同開発により、株式会社ロゼッタとしては、「Metareal AI」プロジェクト

のブランディング、および「四季報 AI」関連のサービス展開等、営業活動全般での相乗効果を

見込んでおります。 

 

 

  

会 社 名 株 式 会 社 メ タ リ ア ル 

代 表 者 名 代 表 取 締 役                五 石  順 一 

 （コード番号：6182） 

問 合 せ 先 取 締 役 

グループ管理本部長 
荒 川  健 人 

 （TEL.03-6685-9570） 



2 

 

２．共同開発「四季報 AI」の内容 

「四季報 AI」により、ユーザーは、知りたい情報を得るだけでなく、企業同士の相関関係や

業界の動向分析など、様々な洞察をスピーディに得られます。 

① 過去の情報とのデータ比較が容易に  

『会社四季報』の創刊（1936 年）から蓄積された膨大な情報を活用し、ユーザーは最新の情

報と過去の情報を瞬時に比較することができます。これにより、企業の長期的な成長や変化を

把握しやすくなります。 

② 条件に当てはまる企業をスクリーニング  

「四季報 AI」の高度なデータ解析を応用し、ユーザーは特定の条件や要件に合致する企業を

簡単にピックアップすることができます。銘柄選定やポートフォリオの最適化に役立ちます。 

③ 詳細な情報の分析が可能  

「四季報 AI」は、膨大なデータから各種の傾向やパターンを抽出できます。これにより、市

場トレンドや企業の業績予測などの情報をより深く分析することが可能となります。 

「四季報 AI」は、2023 年 7 月にベータ版公開を予定しています。 

 

３．本共同開発契約の相手先（株式会社東洋経済新報社）及び株式会社ロゼッタの概要 

（１）商号 株式会社東洋経済新報社 

（２）本店所在地 東京都中央区日本橋本石町 1-2-1 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 田北 浩章 

（４）主な事業内容 雑誌事業、書籍事業、デジタルメディア事業、データベース

事業、ビジネスプロモーション事業（セミナー・広告・カス

タム出版）など 

（５）資本金の額 100,000,000 円 

（６）設立年月日 1895 年 11 月 15 日 

（注）東洋経済新報社株式会社の大株主及び持株比率および当該会社の最近 3 年間の連結経営

成績及び連結財政状態については、相手先の意向を踏まえ記載しておりません。 

 

（１）商号 株式会社ロゼッタ 

（２）本店所在地 東京都千代田区神田神保町 3-7-1 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 渡邊 麻呂 

（４）主な事業内容 超高精度 AI 自動翻訳の開発・運営 

（５）資本金の額 50,000,000 円 

 

４．日程 

ロゼッタにおける共同開発開始の決定：2023 年６月 26 日 

「四季報 AI」ベータ版開始日     ：2023 年７月 
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５．今後の見通し 

本件の連結並びに MT セグメントへの業績に対する影響については「1.「四季報 AI」共同開

発の目的」に記載の通り複合的なシナジー効果が含まれており、現段階での見込の算定は困難

なため未確定です。今後の進捗並びに見込確度上昇に伴い適切に開示させていただきます。 

 

以上 


